
　

主
客
逆
転
の
財
団
と

川
岸
代
表

　

と
く
し
ま
記
念
オ
ケ
事
業

に
お
け
る
県
文
化
振
興
財
団

と
川
岸
代
表
と
の
関
係
は
、

財
団
が
東
京
の
演
奏
家
ら
と

の
連
絡
調
整
等
の
仕
事
を
依

頼
す
る
発
注
者
、
川
岸
代
表

が
仕
事
を
も
ら
う
受
注
者

だ
。
財
団
が
「
お
客
様
」
と

い
う
こ
と
だ
が
、
実
態
は
立

場
が
逆
転
。
財
団
が
単
な
る

下
請
け
業
者
で
あ
る
川
岸
代

表
を
腫
物
に
さ
わ
る
よ
う
に

特
別
待
遇
し
て
い
た
。
こ
の

両
者
の
歪
な
関
係
が
、
川
岸

代
表
に
億
を
超
え
る
公
金
が

流
れ
込
ん
だ
「
記
念
オ
ケ
疑

惑
」
の
源
泉
だ
。

　

徳
島
県
は
川
岸
代
表
を
非

常
勤
特
別
職
で
あ
る
「
政
策

参
与
」に
任
命
し
て
い
た
が
、

財
団
も
川
岸
代
表
に
「
参
与
」

「
委
託
業
者
」「
下
請
け
業
者
」

の
三
つ
の
役
割
を
託
し
、
給

与
や
旅
費
交
通
費
、
委
託
料

や
下
請
け
委
託
料
を
支
払
っ

て
い
た
。
県
内
の
移
動
に
は

ハ
イ
ヤ
ー
を
あ
て
が
い
、
費

用
を
負
担
し
て
い
た
。
財
団

が
川
岸
代
表
に
支
払
っ
た
報

酬
一
覧
は
別
表
の
通
り
だ
。

　

ル
ー
ル
無
視
の
「
給

与
一
括
前
払
い
」

　

平
成
二
十
五
年
度
に
川
岸

代
表
に
年
額
九
十
万
円
の
給

与
を
支
払
っ
た
財
団
だ
が
、

そ
の
支
払
い
方
法
は
一
年
分

の
給
与
を
年
度
当
初
の
四
月

に
一
括
前
払
い
す
る
と
い
う

前
代
未
聞
の
も
の
だ
っ
た
。

　

財
団
の
「
職
員
の
報

酬
、
給
与
規
定
」
に
よ

る
と
、
給
与
は
「
正
規

の

勤

務

時

間

に

よ

る

勤
務
に
対
す
る
対

価
」
と
定
め
ら
れ
、

県
に
準
じ
て
毎
月

二
十
一
日
が
支
給

日
と
さ
れ
て
い
る
。

　

川
岸
代
表
は
当
時

財
団
内
で
は
「
参
与
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
。

常
勤
で
は
な
い
が
、

給
与
台
帳
に
は
名
前

が
記
載
さ
れ
、
毎
月

七
万
五
千
円
の
給
与

が
支
給
さ
れ
た
体
裁

に
な
っ
て
い
る
。

　

だ
が
、
財
団
の

「
給
与
支
払
調
書
」

に
よ
る
と
、
財
団
が

川
岸
代
表
に
給
与

を
支
払
っ
た
の
は

平
成
二
十
五
年
四

月
三
十
日
の
一
回
だ

け
。
支
払
い
金
額
は

九
十
万
円
。
二
十
五

年
四
月
～
二
十
六
年

三
月
ま
で
の
一
年
間

の
給
与
を
一
括
し
て

前
払
い
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
だ
。

　

前
代
未
聞
の
給
与

一
括
前
払
い
は
当
然

財
団
の
「
給
与
規

程
」
違
反
。
そ
も
そ
も
財

団
と
川
岸
代
表
と
の
間
に

は
「
雇
用
契
約
書
」
や
「
任

用
通
達
書
」
な
ど
は
一
切

存
在
し
な
い
。
単
発
的
に

仕
事
を
依
頼
し
た
民
間
事

業
者
に
「
給
与
」
名
目
で

金
を
払
っ
て
い
た
財
団
。

そ
の
事
務
処
理
は
あ
ま
り

に
お
粗
末
だ
。

　

「
給
与
支
払
調
書
」
に

よ
る
と
、
川
岸
代
表

へ
の
一
括
前
払
い
を

最
終
的
に
決
裁
し
た

の
は
県
Ｏ
Ｂ
の
森
住

事
務
局
長
（
当
時
）。

出
納
責
任
者
は
財
団

プ
ロ
パ
ー
の
岸
田
総

務
課
長
。
森
住
氏
は

現
在
、
背
任
の
疑
い

で
刑
事
告
発
さ
れ
て

い
る
が
、
な
ぜ
年
間

給
与
の
一
括
前
払
い

と
い
う
滅
茶
苦
茶
な

支
出
を
認
め
た
の
だ

ろ
う
か
。
岸
田
課
長

は
「
私
は
使
い
走
り

な
の
で
…
」
と
い
う

コ
メ
ン
ト
だ
。

　　

公
文
書
で
な
く
職

員
の
個
人
メ
モ
で
管

理
さ
れ
て
い
た
川
岸

代
表
の
業
務
実
態

　

川
岸
代
表
が
東
京

で
乗
り
回
し
た
タ
ク

シ
ー
代
の
支
払
い
も

給
与
支
払
い
に
劣
ら

ず
野
放
図
。「
蛇
口

の
壊
れ
た
水
道
」
状

態
だ
っ
た
。

　

タ
ク
シ
ー
を
使
っ
た
川
岸

代
表
が
現
場
で
立
て
替
え
払

い
し
、
後
に
タ
ク
シ
ー
会
社

の
領
収
書
を
ま
と
め
て
財
団

に
提
出
。
精
算
払
い
で
現
金

を
受
け
取
っ
て
い
た
が
、
提

出
さ
れ
た
領
収
書
に

は
業
務
内
容
や
利
用

区
間
な
ど
の
記
載
は

全
く
な
し
。
タ
ク
シ
ー

利
用
の
理
由
を
説
明

す
る
添
付
資
料
も
な

い
。
タ
ク
シ
ー
の
利

用
目
的
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
な
く
タ
ク

シ
ー
代
を
川
岸
代
表

に
払
い
続
け
て
い
た

財
団
。
私
用
の
タ
ク

シ
ー
代
が
紛
れ
込
ん
で
い
て

も
全
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う

杜
撰
な
支
出
実
態
だ
。

　

東
京
か
ら
来
徳
し
た
川
岸

代
表
に
支
給
さ
れ
た
飛
行
機

代
や
ホ
テ
ル
代
も
ア
バ
ウ
ト

だ
っ
た
。
平
成
二
十
五
年
度

は
四
十
二
回
来
徳
し
た
と
し

て
約
三
百
万
円
が
川
岸
代

表
に
支
払
わ
れ
て
い
る
が
、

「
四
十
二
回
」
と
い
う
来
徳

回
数
の
根
拠
は
、
県
か
ら
財

団
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
県
職

員
が
つ
け
て
い
た
個
人
的
な

メ
モ
。
財
団
は
公
文
書
で
川

岸
代
表
の
業
務
実
態
を
管
理

し
て
い
な
か
っ
た
。

　

ホ
テ
ル
代
は
一
泊
に
つ

き
一
万
八
百
円
、
飛
行
機

代
は
そ
の
時
の
時
価
。
川

岸
代
表
が
立
替
え
払
い
し

て
い
る
が
、
ホ
テ
ル
や
航

空
会
社
の
領
収
書
な
ど
支

出
を
証
明
す
る
資
料
は
全

く
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。

財
団
は
「
旅
費
宿
泊
費
は

規
程
に
従
っ
た
定
額
支
給

だ
」
と
説
明
す
る
が
、
公
文

書
で
な
く
単
な
る
個
人
の
メ

モ
を
根
拠
に
し
た
旅
費
宿
泊

費
の
支
出
は
「
杜
撰
」
と
の

誹
り
を
免
れ
ま
い
。

　

県
か
ら
川
岸
代
表
へ

の
金
の
流
れ
を
カ
モ
フ

ラ
ー
ジ
ュ
し
た
財
団

　

記
念
オ
ケ
事
業
の
「
金
庫
」

的
存
在
と
し
て
、「
給
与
」「
委

託
料
」「
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク

シ
ー
代
」「
ホ
テ
ル
・
飛
行

機
代
」
な
ど
様
々
な
名
目
で

川
岸
代
表
に
公
金
を
垂
れ
流

し
て
い
た
財
団
。
そ
の
原
資

は
県
か
ら
の
事
業
委
託
費
や

助
成
金
、
負
担
金
な
ど
だ
。

　

「
県
」

↓

「
財
団
」

↓

「
川

岸
代
表
」
と
仕
事
と
金
が
流

さ
れ
た
記
念
オ
ケ
事
業
。
財

団
の
歴
代
理
事
長
や
事
務
局

長
は
現
在
、
背
任
の
疑
い
で

刑
事
告
発
さ
れ
て
い
る
。
は

た
し
て
徳
島
県
文
化
振
興
財

団
は
県
民
の
文
化
振
興
の
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
全
う
し

て
い
る
の
か
。
県
か
ら
川
岸

代
表
へ
の
金
の
流
れ
を
カ
モ

フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
た
「
ト
ン
ネ

ル
文
化
財
団
」
の
功
罪
が
問

わ
れ
て
い
る
。（
文
中
敬
称
略
）

　

資
金
集
め
で
足
並
み

乱
れ
た
観
光
協
会

　

高
松
高
裁
か
ら
異
議
申

し
立
て
が
却
下
さ
れ
、
破

産
が
確
定
し
た
徳
島
市
観

光
協
会
。
阿
波
踊
り
の
累

積
赤
字
問
題
で
一
人
「
悪

者
」
扱
い
に
さ
れ
た
が
、

公
益
社
団
法
人
の
存
在
自

体
が
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

十
四
人
い
た
職
員
の
大

半
は
阿
波
お
ど
り
会
館
の

管
理
運
営
会
社
に
引
き
取

ら
れ
、
新
し
い
働
き
口
を

確
保
し
て
い
る
が
、
破
産

問
題
の
対
応
に
奔
走
し
た

花
野
事
務
局
長
は
失
職
。

職
探
し
の
毎
日
だ
。

　

破
産
を
申
し
立
て
た
徳

島
市
に
対
し
、「
は
ら
わ
た

が
煮
え
く
り
返
る
」（
近
藤

会
長
）
と
徹
底
抗
戦
の
構

え
を
見
せ
た
観
光
協
会
だ

が
、
内
部
の
足
並
み
は
乱

れ
て
い
た
。

　

一
例
が
借
金
の
返
済
資

金
集
め
。
約
三
億
八
千
万

円
の
累
積
赤
字
を
解
消
す

る
た
め
に
、
全
国
か
ら
寄

付
を
募
り
、
最
終
的
に

十
二
の
個
人
・
団
体
か
ら

三
億
二
、九
七
〇
万
円
を
集

め
た
が
、
戦
い
の
将
で
あ

る
近
藤
会
長
は
一
円
も
出

さ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

「
当
初
、近
藤
会
長
が
『
約

四
億
円
の
借
金
の
う
ち
、

二
億
円
は
自
分
が
都
合
を

つ
け
る
。
残
り
二
億
円
を

何
と
か
し
て
く
れ
』と
言
っ

た
の
で
、
我
々
は
資
金
集

め
に
奔
走
し
た
。
だ
が『
結

局
出
し
損
に
な
る
』
と
で

も
思
っ
た
の
か
、
途
中
か

ら
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
。

記
者
会
見
も
花
野
事
務
局

長
に
任
せ
る
な
ど
、
矢
面

に
も
立
た
な
く
な
っ
た
」

（
協
会
関
係
者
）。

　

「
金
を
出
し
て
い
な

い
」
と
の
批
判
に
対
し
、

近
藤
会
長
は
次
の
よ
う

に
反
論
す
る
。

　

「
私
が
（
寄
付
の
）
言
い

出
し
っ
ぺ
で
は
な
い
。
観
光

協
会
の
理
事
会
で
は
『
寄
付

を
集
め
て
や
っ
た
ら
ど
う

か
』
と
い
う
意
見
が
あ
る
と

い
う
こ
と
は
言
っ
た
。『
二
億

円
は
わ
し
が
都
合
す
る
』
と

い
う
発
言
は
し
て
い
な
い
。

金
を
集
め
て
観
光
協
会
を
復

元
さ
せ
て
、
す
べ
て
が
元
に

戻
る
ん
で
あ
れ
ば
、
私
も
金

集
め
し
ま
す
。
で
も
、
阿
波

お
ど
り
会
館
の
指
定
管
理
を

取
ら
れ
た
観
光
協
会
が
四
日

間
の
阿
波
踊
り
だ
け
で
生
き

て
い
け
る
と
思
い
ま
す
か
。

こ
の
こ
と
を
話
し
た
ん
で

す
、
無
理
だ
と
。
私
は
寄
付

を
集
め
て
い
な
い
。
私
の
名

前
を
出
し
て
（
他
の
関
係
者

が
）
勝
手
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ

し
た
ん
で
す
」。

　

弁
護
士
選
任
め
ぐ
り

決
定
的
に
な
っ
た
亀
裂

　

観
光
協
会
の
足
並
み
は

破
産
問
題
の
弁
護
士
選
任

で
も
乱
れ
て
い
た
。
徳
島

市
の
破
産
申
立
て
に
対
し
、

観
光
協
会
は
当
初
徳
島
市

内
の
小
巻
、
竹
原
両
弁
護

士
に
対
応
を
任
せ
た
。

　

だ
が
徳
島
地
裁
が
破
産

手
続
き
を
認
め
る
と
、
両

弁
護
士
を
解
任
。
大
阪
の

原
田
弁
護
士
を
代
理
人
に

選
任
し
て
高
松
高
裁
へ
異

議
申
し
立
て
を
行
っ
た
。

　

こ
の
弁
護
士
解
任
劇
で
近

藤
会
長
と
他
の
協
会
幹
部
ら

と
の
亀
裂
は
決
定
的
に
な
っ

　

自
治
体
か
ら
請
求
さ
れ

る
下
水
道
の
使
用
料
。
料

金
は
水
道
料
金
と
連
動
し

て
い
る
と
い
う
が
、
な
ぜ

か
使
っ
た
水
道
料
金
よ
り

排
水
す
る
下
水
道
使
用
料

の
方
が
高
い
。
例
え
ば
徳

島
市
内
の
あ
る
家
庭
で
は
、

水
道
料
金
が
二
か
月
で

一
、
二
七
四
円
な
の
に
、
下

水
道
使
用
料
は
二
か
月
で

一
、
六
二
八
円
だ
。

　

水
道
よ
り
下
水
道
の
料

金
が
高
い
の
は
、
施
設
の

整
備
費
用
が
反
映
さ
れ
て

い
る
か
ら
だ
が
、
こ
の
下

水
道
使
用
料
、
自
治
体
に

よ
っ
て
金
額
が
異
な
っ
て

い
る
。
標
準
的
な
三
人
世

帯
の
場
合
、
最
も
安
い
の

が
吉
野
川
市
の
一
、
九
四
四

円
で
、
最
も
高
い
の
が
鳴
門

市
の
四
、
〇
八
二
円
。
二
倍

以
上
の
開
き
が
あ
る
。

　

生
活
排
水
の
処
理
方
式

は
、
戸
別
に
浄
化
槽
を
置

く
単
独
処
理
と
、
終
末
処

理
場
ま
で
管
渠
を
引
い
て

浄
化
す
る
集
合
処
理
の
二

方
式
が
あ
る
が
、
県
内
で

は
集
合
処
理
の
「
公
共
下

水
道
」
か
ら
単
独
処
理
の

「
浄
化
槽
」
に
舵
を
切
る
自

治
体
が
増
え
て
い
る
。

　

県
が
昨
年
八
月
に
ま
と

め
た
資
料
に
よ
る
と
、
県

内
で
未
着
手
と
な
っ
て
い

た
公
共
下
水
道
の
一
〇
処

理
区
、
集
落
排
水
の
四
二

処
理
区
が
廃
止
さ
れ
、
浄

化
槽
で
処
理
す
る
方
向
に

転
換
さ
れ
て
い
る
。

　

公
共
下
水
道
離
れ
が
進
む

県
内
自
治
体
。
理
由
は
簡
単
。

浄
化
槽
の
方
が
公
共
下
水
道

よ
り
整
備
費
用
が
は
る
か
に

安
い
か
ら
だ
。

　

「
金
が
か
か
る
」
と
の
理
由

で
県
内
自
治
体
か
ら
敬
遠
さ

れ
る
「
公
共
下
水
道
」
だ
が
、

飯
泉
県
政
は
時
代
の
ニ
ー
ズ

を
読
み
誤
り
、
公
共
下
水
道

中
心
の
汚
水
処
理
計
画
を
推

進
し
て
き
た
。「
現
場
主
義
」

「
県
民
目
線
」
か
ら
大
き
く
乖

離
し
た
県
の
汚
水
処
理
計
画
。

計
画
が
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、

「
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
」
が

十
五
年
連
続
全
国
最
下
位
に

低
迷
す
る
の
も
当
然
だ
。

た
。「
徳
島
の
弁
護
士
を
二

人
選
任
し
た
の
は
私
だ
が
、

高
裁
へ
の
異
議
申
し
立
て
で

は
他
の
人
た
ち
が
『
徳
島
の

弁
護
士
を
切
っ
て
く
れ
』
と

言
っ
て
き
た
。
私
が
体
調
不

良
で
顔
を
出
せ
な
か
っ
た
の

で
、
両
弁
護
士
は
解
任
さ
れ

た
が
、
会
長
が
任
命
し
た
弁

護
士
ま
で
切
ら
れ
る
と
も
う

無
理
だ
。
弁
護
士
が
解
任
さ

れ
た
時
点
で
花
野
局
長
に

は
『
お
れ
は
も
う
こ
の
問
題

か
ら
一
切
手
を
引
く
よ
』
と

言
っ
た
」（
近
藤
会
長
）。

　

既
得
権
益
を
抱
え
込

ん
で
い
た
観
光
協
会
と

徳
島
新
聞
社

　

破
産
問
題
で
内
部
分
裂
し

レ
ー
ム
ダ
ッ
ク
に
陥
っ
た
観

光
協
会
に
対
し
、
徳
島
新
聞

社
は
三
億
円
を
徳
島
市
に
寄

付
。
新
実
行
委
員
会
に
参
加

し
た
。
だ
が
、
米
田
社
長

は
累
積
赤
字
に
関
し
「
道
義

的
責
任
は
あ
る
」
と
述
べ

た
だ
け
。
共
催
者
と
し
て

の
運
営
責
任
に
は
目
を
つ

ぶ
っ
た
ま
ま
だ
。

　

共
催
者
と
し
て
前
夜
祭

や
選
抜
大
会
、
演
舞
場
の

運
営
、
看
板
広
告
の
営
業

な
ど
を
担
当
し
て
い
た
同

社
。
最
大
の
問
題
点
は
、「
共

催
者
」
と
い
う
立
場
で
屋

上
屋
を
重
ね
る
「
ト
ン
ネ

ル
機
関
」
的
役
割
を
担
っ

て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

典
型
例
が
看
板
広
告
。
観

光
協
会
の
「
業
務
代
行
」
と

い
う
ス
タ
イ
ル
で
営
業
を
行

い
、
受
注
し
た
看
板
広
告

の
製
作
や
設
置
業
務
を
子

会
社
の
㈱
ア
イ
デ
ル
に
随

意
契
約
で
丸
投
げ
し
て
い

た
。
同
社
が
ア
イ
デ
ル
に
支

払
う
委
託
料
は
四
日
間
で
約

二
千
五
百
万
円
だ
。

　

も
し
徳
島
新
聞
社
が
ア

イ
デ
ル
へ
の
随
契
発
注
を

見
直
し
、
委
託
業
者
を
競

争
入
札
で
公
募
し
て
い
た

ら
、
経
費
は
確
実
に
縮
減

で
き
た
は
ず
だ
。

　

は
た
し
て
徳
島
新
聞
社

は
、
徳
島
市
主
導
の
新
実

行
委
員
会
で
も
従
前
通
り

「
共
催
者
」
や
「
業
務
代
行
」

と
い
う
立
場
や
役
割
を

キ
ー
プ
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

も
し
新
実
行
委
員
会
が
直

接
看
板
広
告
製
作
・
設
置

業
者
を
公
募
し
た
ら
、
徳

島
新
聞
社
に
出
番
は
な
い
。

　

「
阿
波
踊
り
の
累
積
赤
字

が
膨
張
し
た
最
大
の
原
因
は

実
行
委
員
会
が
形
骸
化
し
て

い
た
か
ら
で
す
。
観
光
協
会

と
徳
島
新
聞
社
と
い
う
共
催

者
が
業
務
を
分
け
合
い
、
工

事
や
委
託
業
務
の
発
注
権
限

を
既
得
権
益
と
し
て
抱
え
込

ん
で
い
た
ん
で
す
。
新
実
行

委
員
会
が
や
る
べ
き
こ
と

は
、
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
や

発
券
、
桟
敷
の
設
営
工
事

や
看
板
広
告
の
募
集
な
ど

あ
ら
ゆ
る
業
務
発
注
の
権

限
を
実
行
委
員
会
に
一
本

化
し
、
透
明
で
公
正
な
業

務
運
営
を
行
う
こ
と
で
す
」

（
実
行
委
員
会
関
係
者
）。

　

公
益
財
産
が
投
入
さ

れ
る
阿
波
踊
り
、
問
わ

れ
る
徳
島
新
聞
社
の
情

報
開
示

　

社
団
法
人
時
代
に
溜
め
込

ん
だ
公
益
財
産
の
有
効
活
用

も
徳
島
新
聞
社
の
課
題
だ
。
社

団
法
人
か
ら
一
般
社
団
法
人

へ
の
移
行
時
に
百
三
十
四
億

円
の
公
益
財
産
を
保
有
し
て

い
た
同
社
。
そ
の
一
部
を
毎

年
夏
の
阿
波
踊
り
に
活
用
し

て
い
る
と
言
う
が
、
県
教
委

に
提
出
し
た
実
施
報
告
書
に
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破
産
問
題
で
「
は
ら
わ
た
が
煮
え
く
り
返
る
」
と
徳
島
市
と
反
目
し
た
観
光
協
会
の
近
藤
会
長
。
徳
島
商
工
会
議
所
の
名
誉
会
頭
も
務
め
る
が
、
会
員
間
か
ら
「
事
業
等
で
利
害
関
係
の
あ
る
徳
島
市
を
目
の
敵
に
し
て
ど
う
す
る
。
中
村
会
頭
は
師
匠
の
名
誉
会
頭
を
諫
め
た
の
か
」
と
の
声
も
。

　

東
み
よ
し
町
の
松
浦
敬

治
町
長
（
五
三
）
が
怪

文
書
の
洗
礼
を
浴
び
て
い

る
。
内
容
は
税
金
滞
納
や

女
性
問
題
を
取
り
上
げ
た

も
の
だ
。
今
年
四
月
八
日

の
町
長
選
で
初
当
選
し
た

同
町
長
。「
悪
質
な
誹
謗

中
傷
だ
」
と
激
怒
。
法
的

対
応
を
検
討
中
だ
。

　

怪
文
書
は
ま
ず
松
浦
町

長
の
過
去
の
税
金
滞
納
問

題
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

「
町
議
時
代
以
前
か
ら
、

多
年
に
わ
た
り
多
額
の
税
金

を
滞
納
し
て
い
ま
し
た
。
町

長
選
立
候
補
を
決
め
て
か

ら
、
お
よ
そ
一
千
万
円
弱
の

借
金
返
済
の
た
め
、
某
氏
に

借
金
し
て
埋
め
合
わ
せ
た
よ

う
で
す
。
滞
納
し
て
い
た
税

金
も
こ
の
時
に
納
入
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

税
金
を
滞
納
し
て
い
た

松
浦
敬
治
が
町
長
に
な
っ

て
、
ま
と
も
な
行
政
が
行

え
る
の
か
甚
だ
疑
問

で
す
。
こ
の
事
実
を

知
っ
て
い
る
町
職
員

が
ま
と
も
に
仕
事
が

で
き
る
で
し
ょ
う

か
。
町
民
の
多
く
を

欺
き
多
額
の
借
金
を

抱
え
た
町
長
で
す
。

許
せ
ま
せ
ん
！
」（
文

書
の
抜
粋
）。

　

税
金
滞
納
の
過
去

を
取
り
上
げ
、
町
政

ト
ッ
プ
と
し
て
の
資

質
を
問
う
怪
文
書
。

松
浦
町
長
は
税
金
を

滞
納
し
て
い
た
事
実

関
係
は
認
め
、「
町
長

選
前
に
全
額
納
め
て

い
る
」
と
弁
明
す
る
。

　

「

滞

納

し

て

い

た
の
は
国
保
税
で

す
。
母
親
と
自
分

の
分
で
す
。
払
っ

た
り
、
払
わ
な
か
っ
た
り

で
、
百
万
円
弱
が
滞
納
扱

い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
町
長
選
前
に
全
額
納

め
て
い
ま
す
。
文
書
に
は

『
一
千
万
円
弱
の
借
金
返

済
の
た
め
に
、
借
金
し
て

埋
め
合
わ
せ
た
』
と
あ
り

ま
す
が
、
全
く
の
事
実
無

根
で
す
。
経
営
し
て
い
る

製
材
会
社
の
事
業
資
金
を

金
融
機
関
か
ら
借
り
て
い

ま
す
が
、
一
千
万
円
を
超

え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」
（
松
浦
町
長
）
。

　

「
滞
納
し
て
い
た
税
金
は

町
長
選
前
に
全
額
納
め
た
」

と
説
明
す
る
松
浦
町
長
。

「
Ｗ
不
倫
」
が
指
摘
さ
れ
た

女
性
問
題
も
「
事
実
無
根

の
中
傷
だ
」
と
憤
る
。

　

「
私
の
家
に
も
匿
名
で
文

書
が
郵
送
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
内
容
を
読
む
と
、
具

体
的
な
女
性
が
想
定
さ
れ

ま
す
が
、
不
倫
関
係
な
ど

全
く
根
拠
の
な
い
で
っ
ち

あ
げ
で
す
。
し
か
も
郵
便

は
私
の
妻
宛
て
で
す
。
悪

意
の
あ
る
嫌
が
ら
せ
行
為

で
す
よ
。
匿
名
で
な
く
、

実
名
で
指
摘
し
て
く
れ
た

ら
、
き
ち
ん
と
説
明
で
き

る
の
で
す
が
」（
松
浦
町
長
）。

　

松
浦
町
長
は
町
議
二
期

目
途
中
の
今
年
二
月
、
町

長
選
出
馬
を
決
意
。
三
つ

巴
の
戦
い
と
な
っ
た
四
月

八
日
の
町
長
選
で
は
、
企

業
誘
致
に
よ
る
雇
用
確
保

な
ど
を
訴
え
初
当
選
し
た
。

怪
文
書
流
布
の
背
景
に
は

町
長
選
の
し
こ
り
が
指
摘

で
き
そ
う
だ
。
就
任
早
々

怪
文
書
の
洗
礼
を
浴
び
る

同
町
長
。「
卑
劣
な
誹
謗
中

傷
に
は
弁
護
士
と
相
談
し

て
法
的
対
応
を
取
り
た
い
」

と
強
調
す
る
。
は
た
し
て

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
撥
ね
退
け
る
こ
と
が

で
き
る
か
。

　

孤
高
の
政
治
家

　
　
　
　

後
藤
田
正
晴

　

昭
和
六
十
二
年
、
イ
ラ

ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
の
末
期

に
、
米
国
は
ペ
ル
シ
ャ
湾

の
機
雷
掃
討
を
中
曽
根
内

閣
に
打
診
し
た
。

　

し
か
し
戦
争
が
終
結
し
て

い
な
い
戦
地
へ
の
自
衛
隊
派

遣
に
官
房
長
官
（
当
時
）
の

後
藤
田
正
晴
（
以
下
後
藤
田
）

が
猛
反
対
し
、
自
衛
隊
の
派

遣
は
見
送
ら
れ
た
。

　

国
民
の
一
部
か
ら
は
非

難
さ
れ
た
が
、
後
藤
田
が

自
衛
隊
の
海
外
派
遣
反
対

に
固
執
し
た
背
景
に
は
、

戦
争
の
凄
惨
さ
、
愚
か
さ

を
実
感
し
た
戦
争
体
験
が

あ
っ
た
。

　

後
藤
田
は
官
僚
時
代
、

自
衛
隊
の
前
身
で
あ
る

警
察
予
備
隊
発
足
に
参

加
し
て
い
た
。
隣
国
で

起
き
た
「
朝
鮮
戦
争
」
に

よ
る
自
己
防
衛
が
そ
の

大
き
な
理
由
で
あ
る
が
、

発
案
は
日
本
軍
を
解
体

し
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
で
あ
っ
た

の
も
皮
肉
な
も
の
だ
。

　

そ
の
後
、
平
成
四
年

に
国
際
平
和
協
力
法
（
国

際
連
合
に
よ
る
国
際
平

和
維
持
活
動
に
協
力
す

る
法
案
）
が
可
決
さ
れ

た
。
だ
が
、
Ｐ
Ｋ
Ｆ
（
国

連
平
和
維
持
軍
）
参
加

に
ま
で
話
が
拡
が
る
と
、

後
藤
田
は
徹
底
し
て
反

対
の
姿
勢
を
貫
い
た
。

　

Ｐ
Ｋ
Ｏ
（
国
連
平
和
維
持

活
動
）
で
は
後
藤
田
は
賛
成

に
回
っ
た
が
、「
改
善
点
が

多
い
」
と
し
て
将
来
的
な
見

直
し
に
含
み
を
持
た
せ
た
消

極
的
な
賛
成
だ
っ
た
。

　
　
　

（
次
号
に
つ
づ
く
）

　

Ｉ
Ｒ
法
案
（
統
合
型
リ

ゾ
ー
ト
法
案
）
を
め
ぐ
る

新
た
な
問
題
点
が
急
浮
上

し
て
い
る
。
カ
ジ
ノ
業
者

が
遊
興
金
を
貸
し
付
け
る

対
象
を
「
富
裕
層
」
に
限

定
し
た
点
だ
。

　

カ
ジ
ノ
先
進
国
で
は

Ｖ
Ｉ
Ｐ
客
の
レ
ベ
ル
に

応
じ
て
カ
ジ
ノ
側
が
貸

付
け
を
行
う
こ
と
が
合

法
化
さ
れ
て
い
る
。
日

本
も
そ
れ
に
準
じ
る
対

応
を
法
案
で
打
ち
出
し

て
い
る
。

　

「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
」
が
問
題
視
さ
れ
、
議

論
が
白
熱
す
る
中
で
浮

上
し
た
こ
の
懸
念
材
料
。

Ｉ
Ｒ
法
案
そ
の
も
の
の

見
直
し
ま
で
発
展
す
る

可
能
性
を
孕
ん
で
い
る
。

　

資
金
力
に
応
じ
て
「
Ｖ

Ｉ
Ｐ
」
と
「
一
般
客
」

に
分
け
る
線
引
き
も
、

「
客
を
差
別
す
る
の
か
」

と
批
判
を
招
き
そ
う
だ
。

　

Ｖ
Ｉ
Ｐ
に
だ
け
遊
興

金
を
貸
し
付
け
る
制
度
。

裏
返
せ
ば
、
「
貧
乏
人
に

は
用
は
な
い
」
と
い
う

こ
と
だ
。
は
た
し
て
こ

ん
な
金
持
ち
優
遇
策
を

打
ち
出
し
て
、
統
合
型

リ
ゾ
ー
ト
が
国
民
間
に

定
着
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

金
持
ち
優
遇
の
カ
ジ
ノ
法
案

は
「
前
夜
祭
、
選
抜
阿
波
踊

り
大
会
、
有
料
演
舞
場
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
。
前

夜
祭
で
ど
う
い
う
業
務
を
行

い
、
ど
れ
だ
け
の
公
益
財
産

を
投
入
し
た
の
か
と
い
う
具

体
的
な
支
出
実
態
は
情
報
開

示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

徳
島
新
聞
社
の
担
当
者

は
「
労
務
の
無
償
提
供
な

ど
だ
」
と
説
明
す
る
が
、

観
光
協
会
に
よ
る
と
、
徳

島
新
聞
社
の
社
員
が
夏
の

阿
波
踊
り
で
や
っ
て
い
る

の
は
、
前
夜
祭
や
選
抜
大

会
、
演
舞
場
の
運
営
管
理

な
ど
。
人
数
も
「
前
夜
祭

で
は
せ
い
ぜ
い
二
～
三
人
」

（
花
野
局
長
）
と
の
こ
と

だ
。
近
藤
会
長
も
「
労
務

の
無
償
提
供
と
い
う
が
、

そ
れ
は
昨
年
だ
け
の
話
だ
。

過
去
は
毎
年
阿
波
踊
り
の

仕
事
を
し
て
い
る
徳
島
新

聞
社
の
社
員
に
は
、
総
額

六
十
万
円
の
日
当
や
弁
当
、

タ
ク
シ
ー
代
を
観
光
協
会

か
ら
支
払
っ
て
い
た
」
と

反
論
す
る
。

　

は
た
し
て
徳
島
新
聞
社
は

毎
年
夏
の
阿
波
踊
り
で
ど
れ

だ
け
の
公
益
財
産
を
活
用
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
こ

れ
だ
け
の
社
員
を
こ
う
い
う

業
務
に
投
入
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
活
動
さ
せ
て

い
る
」
と
い
う
活
動
実
態

が
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
を
き
ち
ん
と
実
行
委

員
会
に
報
告
し
て
、
ス
タ
ッ

フ
の
人
員
配
置
な
ど
実
行

委
員
会
の
事
業
計
画
に
反

映
さ
せ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

社
団
法
人
時
代
に
溜
め

込
ん
だ
公
益
財
産
の
中
か

ら
三
億
円
を
今
回
徳
島
市

に
寄
付
し
た
徳
島
新
聞
社
。

公
益
財
産
を
毎
年
阿
波
踊

り
に
有
効
活
用
し
て
い
る

な
ら
、
そ
の
実
態
を
市
民

県
民
に
積
極
的
に
ア
ピ
ー

ル
す
べ
き
だ
。
そ
う
す
れ

ば
、
累
積
赤
字
責
任
を
頬

被
り
し
て
い
る
同
社
に
対

す
る
風
当
た
り
も
少
し
は

弱
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

　

約
四
億
円
の
累
積
赤
字
を
め
ぐ
り
、
共
催
者
の
観
光
協
会
と
徳
島
新
聞
社
が
仁
義
な
き
バ
ト
ル
を
演
じ
た
徳
島
市

の
阿
波
踊
り
。
観
光
協
会
は
破
産
が
確
定
し
、
内
部
分
裂
で
虫
の
息
状
態
。
徳
島
新
聞
社
は
三
億
円
の
持
参
金
を
携

え
新
実
行
委
員
会
に
参
加
し
た
が
、
累
積
赤
字
を
膨
張
さ
せ
た
運
営
責
任
を
問
う
声
は
強
い
。
徳
島
市
主
導
で
新
実

行
委
員
会
が
動
き
出
し
た
夏
の
祭
典
。
は
た
し
て
過
去
の
悪
弊
を
清
算
し
て
、
健
全
運
営
に
リ
セ
ッ
ト
で
き
る
の
か
。

　
「
や
り
た
い
放
題
の
放
漫
支
出
だ
！
」
…
。
と
く
し
ま
記
念
オ
ケ
事
業
で

東
京
の
脱
税
音
楽
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
億
単
位
の
公
金
を
垂
れ
流
し
て
い
た

徳
島
県
。「
金
庫
」
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
の
が
、
県
が
最
大
の
出
資
者
で

あ
る
（
公
財
）
徳
島
県
文
化
振
興
財
団
だ
。
記
念
オ
ケ
事
業
に
絡
ん
で
佐
藤

理
事
長
ら
が
背
任
の
疑
い
で
刑
事
告
発
さ
れ
て
い
る
同
財
団
。「
一
年
間
の

給
与
の
一
括
前
払
い
」「
使
用
実
態
ノ
ー
チ
ェ
ッ
ク
の
タ
ク
シ
ー
代
後
払
い
」

な
ど
、
音
楽
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
セ
シ
リ
ア
」
の
川
岸
代

表
へ
ル
ー
ル
無
視
、
常
識
外
れ
の
公
費
垂
れ
流
し
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

No.014

　

「
ミ
ス
タ
ー
ケ
リ
ー
ズ
」
の

ラ
イ
ブ
で
偶
然
隣
席
に
座
っ

て
い
た
早
紀
さ
ん
（
二
五
）。

東
大
阪
市
出
身
の
バ
リ
バ
リ

の
浪
花
っ
子
だ
。

　

「
人
懐
っ
こ
い
性
格
」
だ
と

自
己
分
析
す
る
彼
女
。
確
か

に
初
め
て
会
っ
た
と
は
思
え

な
い
く
ら
い
に
陽
気
に
ハ
ジ

ケ
て
い
た
。

　

「
ジ
ャ
ズ
好
き
な
ら
皆
友
達

イ
ェ
イ
！
」
彼
女
の
ペ
ー
ス

に
押
さ
れ
ま
く
っ
た
。

　

「
よ
く
食
べ
、
よ
く
笑
い
、

よ
く
話
す
が
身
上
」
と
彼
女
。

中
々
面
白
い
女
性
だ
っ
た
。

二
十
一
日
に
議
長
選
を
行
う
徳
島
市
議
会
。
現
在
の
宮
内
議
長
が
四
度
目
の
議
長
就
任
に
色
気
を
見
せ
た
が
、
同
僚
議
員
ら
が
「
度
が
過
ぎ
る
。
議
長
に
な
っ
て
い
な
い
議
員
は
た
く
さ
ん
居
る
」。
同
議
長
が
所
属
す
る
朋
友
会
は
別
の
議
長
候
補
を
擁
立
す
る
予
定
。

▲明暗分けた阿波踊りの共催者。観光協会（近藤会
長：右）は破産し、徳島新聞社（米田社長：左）は
3億円の持参金で新実行委員会に参加した。

▲町長室で「冷静に法的
対応を考慮したい」と答
える松浦町長。

20 年は長すぎる
飯泉知事真木・元理事長

佐藤・現理事長岸田・総務課長

▲流域下水道終末処理場


